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内容の要旨及び審査の結果の要旨
四肢の短縮を矯正するために，創外固定器を用いた脚延長が行われている．その際には，末梢神経も同
時に伸張される．この伸張神経の易損傷性や再生能力が，健常神経と比較して検討された研究はない．そ
こで，慢性伸張された末梢神経に対して圧迫損傷を加え，その電気生理学的・形態学的変化を検討した．
家兎の大腿骨を延長することにより，１曰２．０ｍｍと４０ｍｍの速度で，坐骨神経の慢性伸張を行っ
た．脚延長終了後，坐骨神経に１５，３０，６０９/0.1cm2の圧迫損傷を加えた．脚延長しない家兎の坐骨
神経を対照群とした．神経圧迫前，直後，神経圧迫後２，４，８週において電気生理学的・組織学
的検討を行なった対照群では，１５９/O1cmzの圧迫損傷は神経の機能・形態に影響を与えなかった
３０９/0.1cm2の圧迫損傷は一過性神経不動化の状態となった．６０９/0.1cmzの圧迫損傷では一部に軸索断
裂を生じる状態であった．次に２．０ｍｍ伸張群では，１５９/0.1cm2の圧迫損傷で，一過性神経不動化の
状態となった．正常神経では一過性神経不動化となる程度の３０９/0.1cm2の圧迫損傷では，一部が軸
索断裂に陥った．正常神経でも軸索断裂を生じるような６０９/O1cm2の圧迫損傷の場合，その回復は
さらに遅延し“回復の遅れる軸索断裂，，と考えられた．4.0ｍｍ伸張群では，１５９/0.1cm2の圧迫損傷
で軸索断裂の状態となり，近位部まで変性と線維化は広がった．広範囲に逆行性変性が進んでいくこ
の状態は，“dyingback変性を伴った回復の遅れる軸索断裂，，と考えられた．つまり，慢性伸張され
た神経は，軽微な圧迫力でも容易にWaller変性に陥いり，その上その障害範囲は圧迫部を中心に広
範囲に及ぶため回復には長期間を要する.そしてこの変化は神経伸張時に特異的なものと考えられた．
将来的に，神経の欠損を神経伸張により補うことが臨床的に応用されるた場合，伸張された神経は易
損傷性であることから，その際には圧迫損傷に対して十分な注意を払う必要がある．また，圧迫損傷
を受けても，その損傷が一過性神経不動化の段階を超えない程度とすることが重要である．機能再建科と
しての整形外科において，脚延長術や神経延長術は今後の発展が期待されており，本研究は，これらの臨
床的な手技に対し貴重な基礎的データを提供するものである．
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